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時期 場所 攘疫の儀式 原因・目的 出典
天長 6 年（829） 五畿内封户田園寺 演説仁王般若経 疫癘始起 『法曹類林』第 226 巻、
43 頁




奉読般若経 防疫癘 『法曹類林』第 226 巻、
43 頁
◉表１　『大日本古記録』における「仁王会」













五畿内諸国 奉転読大般若金剛般若経 疫旱相起。仍人物夭折『法曹類林』第 226 巻、
43 頁
延喜 14 年（914）
4 月 28 日
修仁王会 祈禱豊年。消伏疾疫 『新増国史大系・本朝文
粋』第 2 巻、41 頁
天暦 2 年（948）
5 月 5 日
諸社 行仁王会事 炎旱重日、疾疫間聞 『九暦』、8 頁
天徳 2 年（958）





転読仁王般若経 疾疫多発。死傷遍聞 『類聚符宣抄』第 3 巻、
79―80 頁
永祚元年（989）
6 月 24 日
大極殿 転読（仁）王経 天下疫気尤熾 『小右記』第 1 巻、187 頁
正暦 5 年（994）
4 月 20 日
東大寺仏前 転読大般若経 疫癘滋発。人民憂悩 『類聚符宣抄』第 3 巻、
81 頁
長徳元年（995）
4 月 27 日
五畿内七道諸国司 図写供養六観音像大般若
経一部
疫癘延蔓。病苦弥盛 『類聚符宣抄』第 3 巻、
82 頁
長保 4 年（1002）
12 月 9 日
東大寺 転読仁王般若経 有兵革疾疫事 『類聚符宣抄』第 3 巻、
82 頁
長和 4 年（1015）
5 月 15 日
世尊寺御匣殿 七七法式、臨時仁王会 攘時疫 『小右記』第 4 巻、27 頁
寛仁元年（1017）
5 月 25 日
十五大寺、延暦寺 転読仁王般若経 攘出疫癘事 『類聚符宣抄』第 3 巻、
83 頁
寛仁 4 年（1020）
12 月 16 日
大極殿 仁王会事 攘疫癘 『小右記』第 5 巻、263 頁
寛仁 4 年（1020）
閏 12 月 25 日
大極殿 仁王経御読経 攘疫癘 『小右記』第 5 巻、271 頁
治安元年（1021）





講演仁王般若経 疫疾滋起 『類聚符宣抄』第 3 巻、
84―85 頁
万寿元年（1024）
3 月 10 日
大極殿 供養心経百巻、仁王経十
部、恒例年首善
為攘疫癘災 『小右記』第 7 巻、15 頁
万寿 3 年（1026）
5 月 13 日
山陽道諸国司 転読仁王般若経 攘除疾疫兼慎兵革事
長元 3 年（1030）





講演件経 疾疫既発。須求攘除 『類聚符宣抄』第 3 巻、
87―88 頁
長元 3 年（1030）
4 月 27 日
大極殿 転読大般若経 為攘疾疫癘 『小右記』第 8 巻、171 頁
長元 3 年（1030）
6 月 20 日
大極殿 講演仁王経 是為攘疫癘 『小右記』第 8 巻、179 頁
承徳 2 年（1098）
4 月 26 日
興福寺、東大寺、延暦寺 御読大般若経、観音経 依天下疾疫之聞也 『中右記』第 4 巻、26 頁
嘉承 2 年（1107）
4 月 22 日
諸寺、興福寺、延暦寺、圓城寺 転読大般若経 近日天下不閑、疾疫間
聞
『中右記』第 7 巻、63 頁




















例えば貞観 7 年（865）6 月 14 日には、「禁五畿七道諸
人寄事御霊会、私聚徒衆、走馬騎射。」とある。また長









朝世紀』には、康和元年（1099）5 月 6 日、「被立廿二
社奉幣使、被祈民間之疾疫也」と記載されている。また
『日本紀略』には、治安元年（1021）6 月 16 日、「奉幣
廿一社、依攘疾疫之難也」と記載されている。疫病流行
時における「大祓」については、『日本紀略』の中に、





















神事が数多く挙行された。長和 4 年（1015）5 月 6 日、
疫病の大流行を受け、臨時の仁王会が挙行された。この






































时间 地点 攘疫仪式 原因·目的 出典
天長 6年（829） 五畿内封户田园寺 演说仁王般若经 疫疠始起 《法曹類林》卷 226，第
43 页。








五畿内诸国 奉转读大般若金刚般若经 疫旱相起。仍人物夭折《法曹類林》卷 226，第
43 页。
延喜 14 年（914）




5 月 5 日
诸社 行仁王会事 炎旱重日、疾疫间闻 《九历》第 8页。
天德 2年（958）








6 月 24 日
大极殿 转读（仁）王经 天下疫气如炽 《小右记》卷 1，第 187 页
正历 5年（994）
4 月 20 日
东大寺佛前 转读大般若经 疫疠滋发。人民忧恼。《聚类符宣抄》卷 3，
第 81 页
长德元年（995）






12 月 9 日
东大寺 转读仁王般若经 有兵革疾疫事 《聚类符宣抄》卷 3，
第 82 页
长和 4年（1015）
5 月 15 日
世尊寺御匣殿 七七法式、临时仁王会 攘时疫 《小右记》卷 4，
第 27 页
宽仁元年（1017）
5 月 25 日
十五大寺、延历寺 转读仁王般若经 攘出疫疠事 《類聚符宣抄》卷 3，
第 83 页
◉表一：《大日本古记录》中的“仁王会”























一时常被举行。例如，贞观 7年（865）6 月 14 日，“禁
五畿七道诸人寄事御灵会，私聚徒众，走马骑射。”








载，康和元年（1099）5 月 6 日，“被立廿二社奉幣使，
被祈民間之疾疫也”，又如《日本纪略》的记载治安元年
（1021）6 月 16 日，“奉幣廿一社、依攘疾疫之難也”。关
于疫病流行时期“大祓”的记载，有《日本纪略》中长保










12 月 16 日
大极殿 仁王会事 攘疫疠 《小右记》卷 5，
第 263 页
宽仁 4年（1020）
闰 12 月 25 日
大极殿 仁王经御读经 攘疫疠 《小右记》卷 5，
第 271 页
治安元年（1021）





讲演仁王般若经 疫疾滋起 《類聚符宣抄》卷 3，
第 84-85 页
万寿元年（1024）
3 月 10 日
大极殿 供养心经百卷、仁王经十
部、恒例年首善
为攘疫疠灾 《小右记》卷 7，第 15 页
万寿 3年（1026）
5 月 13 日
山阳道诸国司 转读仁王般若经 攘除疾疫兼慎兵革事
长元 3年（1030）








4 月 27 日
大极殿 转读大般若经 为攘疾疫疠 《小右记》卷 8，
第 171 页。
长元 3年（1030）
6 月 20 日
大极殿 讲演仁王经 是为攘疫疠 《小右记》卷 8，
第 179 页
承德 2年（1098）
4 月 26 日
兴福寺、东大寺、延历寺 御读大般若经、观音经 依天下疾疫之闻也 《中右记》卷 4，第 26 页
嘉承 2年（1107）
4 月 22 日
诸寺、兴福寺、延历寺、圆城寺 转读大般若经 近日天下不闲、疾疫间
闻
《中右记》卷 7，第 63 页









佛事和神事。长和 4年（1015）5 月 6 日，因疫情的爆
发，举行了一场临时性的仁王会。这场仁王会的举行时间
由阴阳寮勘申后定于 5月 15 日申午时举行，并在未 2点
时发愿，申 2点时结愿。
　　因此，纵观日本平安时期的宗教信仰，神佛关系始终
贯穿始终，在以攘疫为目的的宗教活动中叶体现出现这一
特点。本文限于字数限制未能将平安时期的各项攘疫仪式
进行展开论述，仅对这一时期的攘疫仪式进行了列举，期
待下次有机会可以将平安时期的各项攘疫仪式进行详细地
分析和论述。
